
(intoroduction)

　新宿駅の再開発計画を提案する。現在、新宿駅の建

物は半世紀近く経過したことによる老朽化がみられ、

「新宿グランドターミナル」という駅舎の建て直し計

画を含む一帯の再開発構想が検討されている。本提案

は、この「新宿グランドターミナル」構想に対するパ

ラレルな提案であり、新宿に対するサイトスペシ

フィックな提案であるが、同時に、都市と建築の関係

や都市の空間性・公共性に主眼を置き、広く都市にお

ける建築の在り方を提案することを主題とした。

空間について

　「都市」と「建築」、言葉で便宜的に分けられるが、

それらの境界は実空間に現れていない。外部空間と内

部空間を分ける気密ラインが都市と建築の境界のよう

に働くとしても、公共的な建築の内部空間はまだ都市

空間であるはずだ。通過という空間の使われ方は都市

空間の質の一つであるが、淀みのような溜まることの

できる場は、現代ではほとんどが建築空間となってい

るように感じる。建築は強固に目的的であるため、都

市と建築の境界が明瞭になればなるほど、都市空間は

通過の空間となり、建築空間は滞留の空間として住み

分けがされてしまう。従って、都市と建築の境界をな

くすことが必要である。それは建築を都市そのものと

して計画することである。

形について

　都市空間と建築空間の乖離について述べた。この要

因に対する別な視点として、形について考える。建築

が強固に目的的であることは同時に都市空間に自律の

強いオブジェクトとして配置することを助長する。確

かに建築にはオブジェクトとしての側面があるが、そ

の物性は都市空間を創出するためにあるべきだと考え

る。内側を囲う外皮としてではなく、外側のヴォイド

を規定する存在として捉えるべきである。都市空間が

基本的にヴォイドであるのならば、そのヴォイドの形

（あるいは輪郭）を規定することも建築に求められて

いるはずだからである。このことから、都市空間と建

築空間の双方が絡み合うような造形を用いる。これに

よって、都市に融和した建築を構想する。

　都市と建築の空間的境界が無く、それでいて建築の

オブジェクティブな在り方が都市空間を創出する。都

市空間と建築空間は連続した公共空間として絡み合

う。都市と建築のあるべき関係性としての提示を試み

た。

新宿駅と周辺エリアの変遷（改造の歴史）

1984 . 11 小田急新宿ミロード竣工

1987 . 04 国鉄分割民営化により、国鉄の駅は東日本旅客鉄道（JR 東日本）の駅となる

1988 . 04 新宿駅西口広場中央開口の動水池改修

1996 . 07 街路４号線地下歩道に動く歩道完成

1997 . 12 都営地下鉄大江戸線の駅が開業

2000 . 07 新宿駅西口広場イベントコーナー開設

2006 . 04 甲州街道跨線架け替え工事に伴いサザンテラス口オープン

2010 . 11 甲州街道跨線架け替え工事に伴い新南口移設

2012 . 03 新宿駅西口広場中央開口の噴水池撤去、植栽化

2016 . 03 新南口とバスタ新宿、NEWoMANオープン (5)

12 新宿駅西口広場耐震補強工事完了

新宿駅青酸ガス事件1995 . 05

新宿駅新南口オープン
1991 . 03 東京都庁舎供用開始 (4)

新宿グランドターミナル計画 (6)2020～

1998 . 02 ダンボール村火災事件、西口広場地階にあった５０以上のダンボールハウスが
焼失し４人焼死

小田急サザンタワー、新宿サザンテラス竣工

新宿駅改造計画parallel

京王電鉄の駅が新宿追分交差点あたりから新宿駅西口へ移転07

営団地下鉄荻窪線（現在の丸ノ内線）新宿 - 荻窪間が開業1961 . 02

小田急ビル南側、地下２階～１階の駅施設部分工事着工1962 . 06

国鉄甲州口（後の南口）が火災で全焼12

小田急百貨開店（現在の小田急ハルク）11

京王帝都電鉄（現在の京王電鉄）新宿地下駅完成、道路との併用軌道
から切り替わる

1963 . 04

都電杉並線廃止12

国鉄甲州口（後の南口）駅舎再建

新宿駅第一次大改良工事（小田急ビル南側地下２階～１階）竣工、立体
駅が完成する

1964 . 02

淀橋浄水場の廃止1965 . 03

地下鉄ビル（小田急百貨店新館（現在の小田急百貨店本館の一部））竣工1966 . 09

新宿東口ステーションビル（現在のルミネエスト）竣工05

京王新宿駅ビル竣工、京王百貨店開店11

新宿駅西口広場及び地下駐車場工事着工

小田急ビル（小田急百貨店本館）工事着工12

小田急ビル（小田急百貨店本館）南側２階に人工地盤着工、工事中の資材置き場、
付置義務駐車場にするとともに、新宿駅南口への連絡路を確保

07

1966 . 11 新宿駅西口広場竣工、広場供用開始、地下駐車場開業 (3)

12 新宿駅西口地下街（現在の小田急エース）開業

1967 . 11 小田急ビル竣工、小田急百貨店開業、旧館を別館ハルクと改称

1968 . 03 新宿西口副都心造成工事完成

1969 . 05 西口広場でフォーク集会、西口広場を占拠

07 警察の指導により、「広場」から「通路」へ改称

山手大空襲空襲によって被災 (1)1945 . 05

小田原急行鉄道（現在の小田急電鉄）の駅が開業1927 . 04

帝国電灯西武軌道線（後の都電杉並線、現在は廃止）の駅が新宿駅東口に開業1923 . 12

1885 . 03 東京都南豊島郡角筈村に日本鉄道により赤羽 - 品川間の路線と駅が開業（現在
の山手線の品川 - 池袋間、埼京線の池袋 - 赤羽間となる路線）

1889 . 04 甲武鉄道により立川 - 新宿間の路線と駅が開業（現在の中央線となる路線）

1906 . 10 甲武鉄道の国有化

11 日本鉄道の国有化

京王電気軌道（現在の京王電鉄）の駅が甲州街道上、新宿追分交差点あたりに
開業

1915 . 05

西武新宿駅が開業1952 . 03

首都圏整備委員会は新宿、渋谷、池袋を副都心として再開発を決定1958

1960 . 06 新宿副都心計画の都市計画決定がなされ、淀橋水場跡地約 56ha の区域で、副
都心建設事業を施工 (2)

1982 . 04 小田急電鉄新宿駅第二次大改良工事完成、地上駅・地下駅ともに 10 両編成運
転に対応、乗り換えの改善

09 国鉄南口コンコースの拡幅

1970 . 03 都電が廃止、新宿から路面電車がなくなる

1971 . 06 日本初で新宿副都心の１号となる超高層ビル、京王プラザホテル開業

1978 . 10 京王帝都電鉄新線新宿駅（京王新線）開業

1980 . 03 都営地下鉄新宿線開通、京王帝都電鉄と相互乗り入れ開始

11 新宿東口ステーションビル（現在のルミネエスト）改築

1976 . 03 京王新宿地下街（京王新宿モール）開業

新宿南口駐車場開業

国鉄南口駅舎改築、新宿ルミネ開店

新宿駅

西武新宿駅

JR 新宿ミライナタワー

バスタ新宿

新宿スバルビル

（現在解体中）

明治安田生命新宿ビル

新宿駅西口広場

京王百貨店

ルミネ１

ルミネ２

小田急ミロード

新宿駅南口駅舎

小田急百貨店本館

小田急百貨店ハルク別館
ルミネエスト

小田急フラッグス

　一つの巨大な建築ではなく、複数の

建築の集合体として計画する。現在の

新宿駅も、新宿駅としての駅舎は南口

駅舎ぐらいで、その他は小田急百貨店

やバスタ新宿、ルミネエスト（旧新宿

ステーションビル）などを通り抜ける

形式で成り立っている。これは、そも

そも新宿駅の成り立ちが、JR だけでな

く小田急電鉄や京王電鉄、東京メトロ、

都営地下鉄、西武鉄道、といった私鉄

各社が乗り入れていることと、その土

地の所有がそれぞれの鉄道会社などに

属していることで、継ぎ接ぎのように

全体が形成されるに至ったからである。

また、現在の新宿駅への乗り入れ時期

の違いや、建て替え、改修を何度か繰

り返したことも関係している。新宿駅

と呼ばれる大きな駅舎は既に、幾つもの

①　コラージュ的な全体像

建物の集合として全体像が形成された

都市の様相を持った建築である。一帯

を再開発するにあたり、この継ぎ接ぎ

の全体像という特徴を引き継ぎながら、

それでいて確固たる新宿駅という全体

性を獲得する方法が必要である。この

ような、継ぎ接ぎと全体性の関係はコ

ラージュに見立てることができないだ

ろうか。コラージュは様々な媒体を切

り貼りしてそこに共通するコンテクス

トを捏造することで新たな全体性を獲

得する方法である。コラージュ的な全

体像の作り方によって個々の表現がバ

ラバラであっても、空間的に連続する

ことで全体性を獲得することの両立が

できるのではないか。また、その空間

の質は都市空間に近いものとなるので

はないかと考えた。

②　群造形　相互作用による集合体

　前述のコラージュ的な全体像を構築

するために、テクスチャーの操作だけ

でなく、形態にも個の自律性と全体へ

の参加の両義性を持たせる方法を考え

る。ここで、都市から建築を構築する

方法として槇文彦氏が提唱する群造形

理論を参照した。この理論では、

1  . C o m p o s i t i o n a l  F o r m  、

2 .Mega-Structure (Form) 、3 .Group 

Form という 3 つの集合体の典型を提

示 さ れ て い る。私 は こ こ に、

Interactive Form （相互作用造形）とい

う型を追加することを提案する。これ

は形態を並び合うもの同士で、より直

接的に干渉させることによって、断絶

した自律性の強い形の間に強制的に関係

性を生じさせ繋いでいく方法である。

具体的には、複数の形で囲んだ内側に

別の形態を浮かび上がらせるようにボ

リュームを抉ぐることや、別の形を構

造的な拠り所として寄りかかったり上

に載ったり、ときには貫入しあったり

するような操作が考えられる。同時に、

建築の内側のプログラムないしはあら

ゆる活動を断面的に発露するように計

画することで、囲まれた場や形がぶつ

かり合う場では、そ子での活動が相互

に見る見られるの関係となる。このよ

うな関係が至る所で発生することで、

プログラムやアクティビティが閉じ込

められた建築と都市の関係性を壊すこ

とができると考えた。

集合体における 3つの典型

1. compositional form 2. megaform 3. group form

4. interactive form

３つのコンセプトを考慮

した上で、雑多な材料で

組み立てながら行ったス

タディーの記録。解体す

る建物と新設する建物の

位置や形状などを大まか

に検討した。

③　タイムラグ 、metamorphosis

　建築の建設から解体までのサイクル

がズレることが都市を作り上げている

と述べた。このズレから生まれる表現

をコラージュとして取り上げたが、ズ

レ自体も計画的に用いることの可能性

を考える。タイムラグを計画すること

は大規模な開発では一般的である。工

期を 1 期、2 期、3 期 ... という具合に

分離しなければ施工ができない。この

分離を施工のためのものではなく、形

態表現に変換することはできないだろ

うか。この段階を経るごとに姿形が大

きく変わるような形態表現を、昆虫な

どに多く見られる metamorphosis（完

全変態）のように見立てることができ

るのではないかと考えた。生物のこの

変身過程を成長と捉えることが多いが、

単に形態変化をすることで環境やその

時の生物的な目的に適合する最適な形

を選択した結果だとも言えるだろう。

このように捉えると、施工段階の分離

による途中の段階を未完成とするので

はなく、あくまで有機的に完成像が変

化する形態のバリエーションの１つと

して考えられる。また、こうすること

により、オープンエンドな形態システ

ムとして捉えることができる。都市が

繰り返される建設行為によって新陳代

謝 (metabolism) をするように、建築は

絶えず metamorphosis として変身し、

その時のコンテクストや目標に適合す

る形を選択し続けることができる。

concept ゾーニング

①　コラージュ的な全体像

②　群造形　相互作用による集合体

③　タイムラグ 、metamorphosis

「都市の形態」

都市的に建築を設計する、あるいは、建築的に都市を計画する

　都市の空間性やその成り立ちを建築設計に落とし込むことで、都市空間と建築空

間の境界を溶かし、いっしょくたに連続する空間として計画する方法を考える。都

市は形として捉えることのできない概念的な拡がりであるが、空間として私たちが

認識できる確かな実体としても存在している。都市空間が建築との関係性によって

どのように表出しているのかを考察することで、「都市の形態」として幾つかの特徴

ないしはルール を定義し、コンセプトとして建築設計に適応する。これにより、建

築は都市と同化した存在として、都市は建築計画の延長として、「都市的に建築を設

計し、建築的に都市を計画する」ことができるのではないだろうか。

（考察）

　「都市」は終わることのない建設を繰り返すことによるオープンエンドな形態シス

テムである。「建築」は建設により形象する物質であり、都市は建築が集合すること

で初めて生じている。建築には建設が始まり、完成し、利用し、古くなれば解体か補

修をし、という一連のサイクルがある。このサイクルはそのまま都市の新陳代謝とな

るが、建築が同時に建つとは限らないことや、個々のサイクルの速度も異なることに

より、都市空間ではその時間差が建物ごとに異なる表現の偶然の隣り合わせとなって

表れている。都市の全体像は、都市を規定する指向性よりも、偶発的な断絶の集積（と

きに意図的な断絶）が作り上げた集合体として考えられるだろう。

　断絶、偶然の隣り合わせ、集合体、時間差、繰り返される建設、新陳代謝 ...、都市

と建築の関係を考察することで、いくつかのキーワードが浮かび上がる。これらを設

計としての操作に反映することができるよう整理し、本提案では３つのコンセプトへ

と集約した。

　基本的に建築は、機能的に外すことのできない目的が始めにあるため、コンセプト

はあくまでその目的に対する応答を強化するように運用するべきだろう。本提案では、

駅舎という目的は絶対的であり、そこに参加するプログラムや場所の作り方に対して、

さらにここで提案するコンセプトを重ねることで、都市的様相を建築として設計する

ことを試みた。

　航空写真にスケッチを描き込みながら平面的な計画を検討した。

地上では西武新宿駅とバスタを結ぶように、線路上空に自由通路と

なる人工地盤を配置することとした。人工地盤は現在のバスタの位

置から南の代々木駅へと向かって伸びている「サザンテラス」へと

接続する。新宿駅の真上を全て歩行者の自由通路とし、この人工地

盤を囲いながら集まるように一つ一つの建物を配置していくことで、

多様な都市活動が繰り広げられる場所となるように計画する。配置

する建物は、既存建物を解体する順序を決めながら、段階的にかつ

それぞれの形を決定した。また、断面的なゾーニングとして、敷地

の広大な平面を生かした巨大な施設を最上部に設置することを考え

た。本提案では、敷地の利便性や都市の中心地であることから、多

くの人が集まり多種多様なイベントが開催できる施設としてコンベ

ンションセンターを計画する。その他に、商業施設やオフィス、い

くつかの広場を計画する。特に西口の広場では、坂倉準三建築研究

所によって設計された広場を改修し、また拡張することで新たな新

しい空間として再構築を試みる。

参考：記憶の形象

筑摩書房

槇文彦 著

上：淀橋浄水場
出典：毎日新聞　2018.01.27「新宿　激
変の６３年　喧騒とぬくもりと」

中：新宿西口広場の建設
下：フォークゲリラ
出典：「坂倉準三の都市デザイン　新宿駅
西口広場」　編著：新宿駅西口広場建設記
録刊行会
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1  コンベンションセンター _ホワイエ

2  オフィス

3  テナントエリア

4  機械式駐車場

plan +16500 S=1/2500

plan +32000 S=1/2500

1  コンベンションセンター _展示室

2  オフィス

西口広場回収のイメージ

小田急百貨店を解体し、その上にコンベンションセンターを配置する計画

車用スロープを補強し、地上の穴を拡張することでスロープは独立したオブジェクトとなり、穴の周

縁部分は広場として再整備する計画

人工地盤上のイメージ

西武新宿駅までのコンコースとして動線が伸びている。通路の屋根としても機能するショッピング

モールの線状のボリュームがリズミカルに並ぶ柱とスラブ側面のラインによって動線の流れを強調す

る設計とした。

ショッピングモールとコンベンションセンターのイメージ

第４期で建設されるコンベンションセンター内部にショッピングモールが貫入するため、売り場から

奥に展示風景や時には設営の風景などが見えてしまう。異種のプログラムがぶつかり合うことで、空

間は相互に刺激とななるのではないかと考え設計した。

駅のホームから人工地盤をみるイメージ

駅のホームの屋根として機能する人工地盤には、いくつかの吹き抜けが設けられており、ホームから

も上の様子が垣間見れる。壁面に投影される映像やショッピングモールのショーウィンドウなどが立

体的に奥域を作り出し、駅と一体となった計画を考えた。
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　第１期では、既存建物を残すことで、従来通りに駅舎として機能

させる。また、代々木方面からサザンテラスとして新宿駅の南口駅

舎まで伸びていた人工地盤を延長し、大きな主軸となる動線を計画

する。今後解体される周囲の百貨店などのテナントが新しく入るこ

とのできる施設として人工地盤に沿うように線的なモールを配置し

ている。また、人工地盤は設備共同溝としての役割を兼ねることで、

今後追加される建物と接続し大きな全体像を形作るシステムとして

構想している。
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JR 駅構内

　第 3期では、既存の周辺建物が全てなくなり、人工

地盤も大きく拡張されている。これまでの南口駅舎を

無くし、JR の駅構内を現在の位置の北側へずらすこと

で、南口広場が新設される。この他の大きな変更点と

して、坂倉準三建築研究所の設計による新宿駅西口広

場を改修する。この広場は実質的には通路であるため、

広場としての空間性を追加することを考えた。2000

年に完了した耐震補強で追加された耐力壁は、地下へ

の採光と視線を遮るものであったため、当初の設計理

念を著しく壊す操作であった。スロープ自体を補強し

自律構造とすることで、地上の穴を拡張することを計

画する。これによって耐力壁は取り外され、広がった

穴の外周部分に広場を整備した。
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　第 2期では、東口のルミネエストを解体し、新しい

商業施設を配置する。これは人工地盤上へのメインア

クセスを兼ねるため、周囲の回遊も巻き込んで大きく

街が変化するきっかけとなる。また京王百貨店を解体

した跡地には、小田急電鉄と京王電鉄の新駅舎を配置

する。この建物は地下までの巨大な吹き抜けの構成で

あり、地上部分はガラスのカーテンウォールが囲む透

明性の高い設計とした。視覚的に乗り換え動線を明瞭

化することと、地下の駅ホームまで自然光が届くよう

計画している。

　第４期は、これまで建ててきた建物の上部に覆いか

ぶさるように巨大なボリュームを載せた。敷地の広大

な平面をいかしたプログラムとしてコンベンションセ

ンターを配置した。既存の地下駐車場を拡張すること

で、搬入・搬出用のバックヤードとし、荷物を一時的

にプールするような計画を想定している。展示空間は

大きく３つのボリュームに分割されるが、内部は巨大

なワンロームとして繋がっている。展示可能面積は約

32,000 ㎡で、これは東京ビッグサイト（東京国際展

示場）の半分強の大きさである。先に建てた建物の一

部を改修し、人工地盤中央にアプローチを配置した。

またショッピングモールがコンベンションセンター内

部に貫入していたり、広場や周辺都市に面するように

大きなテラスや開口を設け、間接的に内部の様子があ

らゆる場所で断片的に見えるよう計画した。
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1  JR プラットホーム

2  小田急プラットホーム

3  西口広場

4  地下自由通路アプローチ

5  人工地盤アプローチ

6  テナントエリア

7  駐輪場

8  JR ミライナタワー

9  西武新宿駅ビル

plan +1500 S=1/2500
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6

6
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1  JR 駅コンコース

2  南口広場

3  JR 駅案内所

4  コンベンションセンター _アプローチ

5  イベントスペース

6  テナントエリア

7  西武線改札口

plan +10500 S=1/2500

1
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3

4

5

6

1  JR 駅コンコース

2  小田急駅コンコース

3  西口広場地下通路

4  路線バスターミナル待合所

5  東口地下広場

6  テナントエリア

plan -6500 S=1/2500
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9

1  コンベンションセンター _第１展示エリア

2  コンベンションセンター _第 2展示エリア

2  コンベンションセンター _展示室入り口

4  テナントエリア

5  JR プラットホーム

6  JR 駅コンコース

7  地下東西連絡自由通路

8  バスタ新宿

9  サザンテラス _ペンギン広場

1  コンベンションセンター _第３展示エリア

2  コンベンションセンター _第２展示エリア

3  コンベンションセンター _カンファレンスエリア

4  テナントエリア

5  西口広場 _車用スロープ

6  西口広場

7  JR プラットホーム

8  JR 駅コンコース

9  バックヤード

10  地下駐車場

11  地下自由通路 ( 至東京都庁舎 )

section B S=1/2500

section A S=1/2500


